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41～45歳 32 ( 9.2)
46～50歳 19 ( 5.5)
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数回答あり）を認め（表 8），さらに 5 名の看護師が
それらの事故によって打撲や擦過傷を受けていた（表
9）．








切傷（縫合なし）  2 ( 2.4)
捻挫 1 ( 1.2)
骨折 1 ( 1.2)
注；　n (%)
表 4　患者移動の際の人手の要請と介助器具の活用
全くしていない あまりしていない まあまあしている かなりしている 常にしている
患者移動の際の人手の要
請
 n = 346  2 ( 0.6) 70 (20.2) 144 (41.6) 105 (30.3) 25 ( 7.2)
患者移動の際の介助器具
の活用
 n = 343 29 ( 8.5) 40 (11.7)  91 (26.5) 111 (32.4) 72 (21.0)
注；　n (%)
表 5　作業中の姿勢
全くない あまりない まあまあある かなりある 非常にある
長時間の立位・座位姿勢の作業 n = 346 5 ( 1.4) 31 ( 9.0) 103 (29.8) 86 (24.9) 121 (35.0)




表 9　事故の際の介助者の被害  n = 84
外傷なし 79 (94.0)
打撲  3 ( 3.6)






















































































ht tp ://www.mhlw.go . jp/bunya/roudouki jun/
anzeneisei11/h22.html
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